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＜連絡事項＞
・業務改善について
　深夜帯の休憩時間について見直しの提案ありました。
（１）3:00～3:45　介護
4:30～5:15　看護①
5:15～6:00　看護②
（２）3:00～3:45　介護
　　　4:15～5:00　看護①
　　　5:00～5:45　看護②
　14日からは（１）、21日からは（２）を試験的に1週間ずつ実施し、夜勤者は意見をください。また、早A勤務者は確実に7:00には現場に入り血圧測定を実施してください。
　　現在、感染対策で隔絶部屋のシーツを深夜勤務者か早番ではずし、日勤でシーツを敷き着替え、軟膏処置としていますが、シーツをはずすのも日勤で行ってはと案が出ましたので合わせて試験的に実施していきます。
＜患者様連絡事項＞
・木田　博暢様～明日11:00にファミリークリニックのDrの診察がありますので、時間までに観察室におろして下さい。
南山苑入所のため5/14(月)13:30退院予定としています。入所の際必要
な検査を実施していきます。5/12(土)採血、MRSA、5/14(月)骨密度(退院　　が午後の為午前中検査予定)。
・堀切川　トシ様～本日、長男様、嫁様来院されホールにて面会されています。お孫様からのプレゼントのピンク色のタオルを2枚持参されている為、本人様へ渡しています。
・西舘　ツル様～食事摂取量が少ない時の継続指示をいただいています。エンシュア4本/4回分処方となっています。
＜要注目患者様＞
・水野　和子様～朝食時、昼食時ともにメイバランスミニ100ml飲用しています。点滴は漏れがあり残70mlで中止しています。バイタル異常はありません。
・馬場　清様～浴室での転倒による両臀部の疼痛は本日も聞かれています。左第4指出血少量ありガーゼ保護しています。
・居ヶ内 よね様～大声で叫ぶ頻度少なくなり、落ち着いて過ごす事出来ています。
・沢田　秋子様～バイタル測定時独語聞かれていますが、スタッフ訪室すると止められています。血圧高値見られていますが、再検にて落ち着かれています。不調の訴えは聞かれず、スタッフ対応も穏やかです。
・中居　伊佐男様～午前中不機嫌さ見られていません。ご家族から差し入れが届いていますが、おやつの声掛けには「まだいい」とやや不機嫌さ見られています。
・竹内　恒子様～夜間ラウンド時、部屋に電気がついたまま水道も出しっぱなしになっていることありました。ラウンドの際は注意して見るようにしてきましょう。
・奈良　芽乃子様～夜間、足元にある車椅子の方に柵から身を乗り出しているところを発見しています。車椅子をいつもの場所（ベッドの横）に置くことで落ち着かれています。車椅子を置く位置統一していきましょう。
・川村　喜一様～朝食の声掛け時は「頭が痛い」「寒い」と話され離床しようとされませんでしたが、ホールにて厚着をし暖房を入れたことで摂取する事出来ています。昼食時は、拒否なくレストランに移動し摂取されています。
・川原　國子様～顔面の腫脹、発赤は軽減しています。点滴生食100ml+ピペラシリン1V開始しています。
・本堂　秀夫様～準夜帯、独語聞かれホールや自室をうろうろされ、落ち着きがなく就床できずにいるため、不眠時継続指示ルネスタ（1）1T服用しています。服用後は自ら就床されています。本日は、小声での独語は聞かれていますが、過度となることはありません。
・及川　キヌ様～準夜帯、粗暴行為、興奮状態見られ当直医へ報告しジアゼパム10㎎1/2A筋肉注射の指示あり実施しています。夜間は、中途覚醒ありますが再入眠することできています。朝方、ベット上で立ち上がっている事あり介入しています。日中は、服薬も促しにて拒否なく応じれています。落ち着きはありませんが、トラブル無く経過。転倒・転落、他者トラブルに注意していきましょう。
・清川　恵様～夜間不眠で経過し、自室内で独語頻回、布団に顔を擦る行為あり、不眠時継続指示リスペリドン内用液（0.5）1P服用しています。日中は、ホールにて独語し、顔面を擦りつけており介入にもやめる事出来ずにいます。
＜馬渡Dr診察＞
・川村　早苗様～臨時薬一部変更あり。バルプロ酸が3T➝2Tへ、カルバマゼピンが100㎎➝200㎎へそれぞれ変更となっています。
・及川　キヌ様～不穏時継続指示のクエチアピンがリスペリドン内用液へ変更となっています。又、グラマリールが4T➝6Tへ変更となっています。
・川原　國子様～指示の点滴は本日で終了。
・小山　幸孝様～退院時処方5日分処方となっています(定期薬と臨時薬)。又12日、13日分の臨時薬が処方となっています。14日の分の臨時薬が足りない為、5/12(土)のリーダーは指示受けお願いします。
・清川　恵様～臨時薬のリスペリドンが1T➝3Tへ変更となっています。
・阿部　憲幸様、水野　和子様、五十嵐　恵子様、大塚　キミ子様、関口　義光様臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
＜事故振り返り＞
	実施日
	平成30年　5月　11日　（金）

	
	

	実施場所
	南病棟Bユニット詰所

	
	

	参加者
	新山　真已子、佐々木　佳那、鈴木　育美、小原　理沙、小沼　大悟、
小原　理沙、會津　慧実、小屋敷　千瑛、羽田　順子

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	5/1（火）17：00　小舘晴様、ベッド柵を乗り越え転落。左前頭部の発赤あり。

	
	

	
	

	原因分析
	・オムツ交換のため臥床して頂き、交換後もそのまま臥床して頂いていた。
・危機管理が不十分であった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・見守りの強化
・不穏さや多動さ等本人様の状態に合わせて離床の対応をしていく。
・オムツ交換が終わったら、車椅子へ移乗しホールにて過ごして頂く。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	実施日
	平成30年　5月　11日　（金 ）

	
	

	実施場所
	南病棟Bユニット詰所

	
	

	参加者
	新山　真已子、佐々木　佳那、鈴木　育美、小原　理沙、小沼　大悟、
小原　理沙、會津　慧実、小屋敷　千瑛、羽田　順子

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	5/2（水）14：00　小舘晴様、頭部側のベッド柵を外し、床に座りチェストに寄り掛かって
いる所を発見。

	
	

	
	

	原因分析
	・カンファレンスの時間帯と重なり、スタッフが少なく見守りが不十分だった。
・危機管理の意識が低かった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・こまめなラウンドの実施
・不穏さや多動さ等本人様の状態に合わせて離床の対応をしていく。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	実施日
	平成30年　5月　11日　（金）

	
	

	実施場所
	南病棟Ｂユニット詰所

	
	

	参加者
	新山　真已子、佐々木　佳那、鈴木　育美、小原　理沙、小沼　大悟、
小原　理沙、會津　慧実、小屋敷　千瑛、羽田　順子

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	5/10（木）15：00　馬場清様、浴槽から出る際に転倒。背部、左臀部に発赤と左第5趾の切創あり。

	
	

	
	

	原因分析
	・滑り止めのマットを敷いていなかった。
・スタッフ2名がいたが、それぞれ着脱の介助と洗身の介助をしており背中を向けていた。
・普段転倒リスクが低い患者様であったため、危機管理の意識が低かった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・スロープと洗い場の境目にもマットを敷く事を徹底する。
・危険を予測し見守りを徹底する。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


